
設備工事： シート番号

衛生器具取付 9-2

電気 空調 衛生 その他 （仕上材との取合い）

－ － ○ －

　　　設計図書の器具仕様より、現場に設置する器具を決定・承認を受け、手戻りが無いよう確認します。
　　　ユニットトイレは、メーカー側との工事区分、取合い点納まり、BCP対応などの確認を行います。

　■承認図、付属品について
　　・大便器でも、給水圧の違いや、給・排水、付属品が躯体
　　　（柱・梁）干渉や仕上げ寸法で機種が変わる場合があり
　　　ます。附属品も設置場所で変わらないか確認します。
　　　　例）Ｓ or Ｐトラップ、右 or 左給水（ホース長）、
　　　　　　リモコン、センサー類
　　・建築工事の流し台や洗面化粧台、カウンターなどは、
　　　発注前の製作図をチェックしましょう。
　　　　例）フレキ接続排水トラップはNG、底板開口、点
　　　　　　検口、補強位置、内部設置機器メンテナンス性等
　■工事区分について
　　・工事区分は現場毎に違います。必ず確認して下さい。
　　　　例）紙巻、手摺りなどのアクセサリー、水栓、止水
　　　　　　栓、トラップなどの付属品
　■現場確認について
　　・施工図通りに施工されていることを確認します。
　　・建築仕上げについても、施工図通りか確認します。
　　・取付位置の補強と、ガタツキを確認します。
　　・仕上げ目地、コンセント、制気口類との位置が整合して
　　　いることを、確認します。
　　・仕上げ材と器具の隙間処理をシールとする場合、仕上
　　　がり具合を考慮して専門工事の建築に依頼しましょう。

　　・トイレブースのドア軌跡と便器の干渉を確認しましょう。
　　・UB下排水管が不燃材（区画貫通1ｍ以内）にならない
　　　か確認しましょう。
　　・洗面カウンター下にキャビネットが無い場合、配管や
　　　支持金物の、見栄えを考慮しましょう。
　　・水栓吐水口首ふり範囲は、シンクからはみだしていま
　　　せんか。（ストッパーの検討）
　　・タオル掛のタオルと、コンセント、水栓類は干渉しな
　　　いか、確認しましょう。
　　・シンクや洗面下に温水器など機器が入る場合は、更新や
　　　メンテナンスができるか確認しましょう。

　　□衛生器具は、承諾図通りですか。
　　□給排水配管類は、施工図通りですか。
　　□建築仕上げは、施工図通りですか。
　　　（仕上げ貼り出し芯、開口追出し芯）

　　・開口位置、サイズを間違うと、他工事に迷惑を掛け、
　　　工程にも影響します。
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失敗すると... 洗面化粧台設置 例

大便器廻り設置 例


